
第１浄水場４号ろ過ポンプ更新工事
工 事 場 所：美里町大字広木地内
予 定 価 格：9,660,000円(消費税除く)
契 約 額：10,065,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
藤田エンジニアリング㈱　埼玉支店 9,150,000円
明協電機㈱　さいたま営業所 9,590,000円
三協工業㈱　北関東営業所 11,000,000円

美里町一般競争入札結果
（令和６年11月25日開札）

町道１級２号線　歩道整備工事
工 事 場 所：美里町大字北十条地内
予 定 価 格：36,376,000円(消費税除く)
契 約 額：38,060,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
真下建設㈱ 34,600,000円
㈱関口組 34,900,000円
内藤建設工業㈱ 35,000,000円
長谷川建設㈱ 35,200,000円
㈱本庄土建 35,600,000円
㈱平成 36,000,000円

ため池監視システム購入
納 入 場 所：美里町大字中里地内外
予 定 価 格：2,360,000円(消費税除く)
契 約 額：1,840,300円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
三信電気㈱ソリューション営業本部 1,673,000円

美里町指名競争入札結果
（令和６年11月25日開札）

※�各表の一番上の業者が落札者です。
　�入札結果の詳細については、町ホー
ムページをご覧ください。

町道1443号線　路面標示設置工事
工 事 場 所：美里町大字広木地内外
予 定 価 格：17,338,000円(消費税除く)
契 約 額：17,677,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
㈱清水組 16,070,000円
㈲久米組 16,260,000円
㈲若山建設 16,370,000円
長谷川建設㈱ 16,500,000円
㈲島崎建材工業 16,540,000円
㈱ｓｕｎａｋｅｎｎ 17,600,000円
㈲柴崎建設工業 17,650,000円
㈲田島建材 辞退

町道1013号線　舗装修繕工事（その２）
工 事 場 所：美里町大字猪俣地内
予 定 価 格：15,903,000円(消費税除く)
契 約 額：16,874,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
㈲若山建設 15,340,000円
㈲島崎建材工業 15,400,000円
㈲柴崎建設工業 15,795,000円
長谷川建設㈱ 15,870,000円
㈲久米組 15,884,000円
㈱ｓｕｎａｋｅｎｎ 16,520,000円
㈱清水組 一抜け
㈲田島建材 辞退

町道1013号線　舗装修繕工事（その１）
工 事 場 所：美里町大字猪俣地内
予 定 価 格：14,920,000円(消費税除く)
契 約 額：15,818,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
㈲島崎建材工業 14,380,000円
㈲柴崎建設工業 14,863,000円
長谷川建設㈱ 14,900,000円
㈲久米組 15,357,000円
㈱ｓｕｎａｋｅｎｎ 15,500,000円
㈱清水組 一抜け
㈲若山建設 一抜け
㈲田島建材 辞退

町道1444号線　路面標示設置工事
工 事 場 所：美里町大字広木地内
予 定 価 格：10,413,000円(消費税除く)
契 約 額：10,978,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
㈲久米組 9,980,000円
長谷川建設㈱ 10,140,000円
㈲柴崎建設工業 10,368,000円
㈱ｓｕｎａｋｅｎｎ 11,200,000円
㈱清水組 一抜け
㈲島崎建材工業 一抜け
㈲若山建設 一抜け
㈲田島建材 辞退
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ボ
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冬
は
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セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
使
用
機
会
が
増
え
ま

す
。
鍋
物
な
ど
に
重
宝
す
る
一
方
、
誤
っ
た
使
用

方
法
に
よ
り
や
け
ど
や
爆
発
、
ひ
い
て
は
火
災
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
も
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
、
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セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
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セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
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ッ
ト
コ
ン
ロ
の
メ
ー

カ
ー
が
推
奨
す
る
も
の
を
取
扱
説
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着
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る
。
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カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
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過
熱
に
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意
す
る
。
Ｉ
Ｈ

ヒ
ー
タ
ー
の
上
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
置
い
た

状
態
で
誤
っ
て
ヒ
ー
タ
ー
を
作
動
さ
せ
た
り
、

鉄
板
な
ど
の
大
き
な
調
理
器
具
を
ボ
ン
ベ
の
部

分
も
覆
う
よ
う
な
状
態
で
使
用
す
る
な
ど
に
よ

り
、
思
い
が
け
ず
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
過
熱
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ン
ベ
の
近

く
に
熱
源
と
な
る
も
の
が
な
い
か
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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使
用
後
は
室
内
に
保
管
す
る
。
日
光
や
外
気
に

さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
自
動
車
内
や
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
屋
外
で
な
く
、
室
内
で
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

・�

古
く
な
っ
た
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品
の
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品
劣
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、
破
損
、
ゆ
る

み
な
ど
に
注
意
す
る
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
部

品
が
経
年
劣
化
し
て
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
製
造
後
、
約
10
年
以
上
経
過
し
た
ら

買
い
替
え
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
も
部
品
が
経
年
劣
化
し
ま
す
。
製
造
後

約
７
年
以
内
に
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
最
後
ま
で
使
い
切
っ
て
か

ら
廃
棄
す
る
。
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
廃
棄
す
る

と
収
集
車
や
焼
却
炉
施
設
の
火
災
・
事
故
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
ガ
ス
が
残
っ
て
い
て
も
回
収

可
能
な
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い
切
れ
な
い
時
は
ボ

ン
ベ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
販
売
元
ま
た
は
製
造

元
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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